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活　動　名

関係する学校

こんな
活動です

基
本
デ
ー
タ

活動区分 ※H26年度の実績（補助の有無についてはH27年度の状況）

土曜日の
教育活動

コーディネーター数 子供の平均
参加人数 開始年度 国庫補助 学習支援 ICT活用 企業·NPO

との連携

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 国庫補助 学習支援 ICT活用 企業·NPO
との連携

放課後
子供教室

コーディネーター数 子供の平均
参加人数 年間開催日数 国庫補助 学習支援 ICT活用 企業·NPO

との連携

実　施　場　所 開始年度 放課後児童クラブとの連携

コミュニティ・
スクール

指　定　日 委員数 児童生徒数 学級数

西中コミュニティ協議会、サポート本部による協働、 
支援活動の一体的推進

福岡県春日市

春日西中学校学校運営協議会

春日西中学校

	土曜日の
教育活動

	 コーディネーター数	 子供の平均参加人数 	 開始年度	 国庫補助	 学習支援	 ICT活用	 企業·NPO
との連携

	 	 0 人	 10 人	 20 年度	 無	 有	 無	 無
	学校支援
地域本部

	 コーディネーター数	ボランティア登録数 	 開始年度	 国庫補助	 学習支援	 ICT活用	 企業·NPO
との連携

	 	 1 人	 173 人	 20 年度	 無	 有	 無	 無
	

放課後
子供教室

	 コーディネーター数	 子供の平均参加人数 	 年間開催日数	 国庫補助	 学習支援	 ICT活用	 企業·NPO
との連携

	 	 1 人	 23.5 人	 155 日	 有	 有	 無	 無
	 　	 実　施　場　所	 開始年度	 放課後児童クラブとの連携
	 	 春日西中学校（体育館・グラウンド・コミュニティルーム）・

白水小学校(体育館） 	 19 年度	 連携なし
	 コミュニティ・
スクール

	 指　定　日	 委員数	 児童生徒数	 学級数
	 	 平成 18年 4月 1日	 17 人	 719 人	 21 学級

活
動
の
概
要
・
経
緯

【西中コミュニティ協議会（学校運営協議会）の経緯・概要】※平成18年度、生徒指導上の課題解決を３者で図っていくために導入。
　月１回協議会を開催し、教育活動全般の協議・承認（経営方針、学期制変更、予算編成、民泊体験実施に向けた協議等）、学校関係者評
価（独自に地域・保護者アンケートを実施し、実効性の高い評価を実施）、意見具申（ＣＳ加配教員要望、地域担当教員の留め置き要望等）、
行事等日程調整・全体確認等を行っている。
【西中サポート地域本部の経緯・概要】※�平成20年度に協議会の方向性を具体化する組織として設置。補助金非交付ながら独自予算を確保

し活動を展開している。
★�西中サポート会議（月１回）：支援活動打合せ、行事調整、中学生ボランティア調整（地域清掃、公民館寺子屋における小学生学習支援、
夏祭り等地域行事参画）

★�安全支援コミュニティ：安全支援コミュニティ会議（月１回）、おやじの会、地域と連携した巡回・夜間パトロール（年26回）
★�環境支援コミュニティ：地域情報誌ネビュラ作成（年２回各１万部作成）、学校ホームページ作成・更新、花壇整備
★�学習支援コミュニティ：星雲タイム（総合的な学習の時間）、放課後星雲塾（随時）、土曜星雲塾（月２回）、スマイルルーム支援

■特　　徴
【特徴的な活動内容】
★�安全支援コミュニティ会議を月１回開催し、学校、家庭、地域、警察、行政による情報共有、対応協議を行っている。また、巡回・夜間パトロールも行っている。
★�地域情報誌ネビュラを保護者、地域住民が中心となり年２回１万部作成している。小中学校、地域、ＰＴＡ等の校区内の情報を掲載し、校区内全戸に配布
している。

★�放課後星雲塾（随時）、土曜星雲塾（月２回）において、希望生徒を対象に地域住民、大学生ボ
ランティアが年間を通じて学習支援を行っている。

【実施に当たっての工夫】
★�学校と地域との信頼関係を構築し、相互理解の促進によって多くの支援者、協力者を増やして
きた。

　◇�自治会総会・行事などで頻繁にコミュニティ・スクールを啓発し、地域担当教員は地域を巡
回し自治会長、役員と随時情報交換を行っている。

　◇�５自治会合同研修等、自治会が地域住民へコミュニティ・スクールを啓発し、後継者育成を
推進している｡

　◇�教職員へ理解促進を図り、校務分掌組織も改編した。
★�地域住民の活動拠点、居場所としてコミュニティルームを学校内に設置した。
★�生徒の地域行事参画という地域貢献の視点を取り入れた教育活動を協議会でも協議した上で展
開し、双方向関係の構築を促進してきた。

★�地域の方々が学校行事等に積極的に、また、多数参加してもらえるような事業内容を創造して
きた。

　◇ワールド・カフェＩＮ春日西中　◇星雲フォーラム（著名人講演）　◇西中星雲祭（文化祭）
への地域からの出演や作品展示　
　◇大人参加型授業「星雲タイム」

■事業を実施して
★�生徒の学力向上や安全安心の地域づくりが進み、生徒の健全育成に結びついて
いる。（補導件数：平成18年度1046件→平成26年度６件）

★�地域に対する帰属意識、地域に貢献しようとする地域愛・郷土愛が高まってい
る。（生徒ボランティア延べ人数平成26年度2627人）

★�学校と保護者、地域との相互交流が進み、当事者意識が高まっている。（地域・
保護者ボランティア延べ人数平成26年度1143人）

★�地域情報誌ネビュラによる情報発信、協働・支援活動等を通して、学校理解が
深まり、学校を支える地域基盤づくりにつながっている。（クレームの減少等）

★�学校運営協議会設置による協働活動を通じて、まちづくりにつながっている。
（自治会活動の活性化、自治意識の向上、地域間交流の促進等）

■その他
★�平成22年度に地域後援会を設立（毎年１回体育祭時に事業報告会を実施）し、
財政支援を行っている。（部活動旅費補助、星雲フォーラム著名人講師謝金等）

★�土曜星雲塾を学校支援地域本部事業、土曜の教育活動、放課後子供教室として
一体的に展開している。

★�春日西中ブロックコミュニティ・スクールを展開している。(ブロック目標に沿っ
た実働部会設置、授業交流、児童生徒交流、家庭学習推進、小中合同防災訓練等)

★�学校運営協議会導入から10年を迎え、活動内容の見直しやさらなる地域住民参
加・参画の促進に向けた方策について、協議会やサポート本部で検討中である。
■

■ http://www.csf.ne.jp/~knjh/

コミュニティ・スクール　
春日西中学校運営構想図

各支援コミュニティよる様々な支援活動の展開


